交野市　条例適用申請に対する処分個票
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担当部署:　教育委員会 生涯学習推進部 社会教育課　
	処分の概要
	使用料の減免

	例規名
根拠条項
	交野市立学校施設使用条例　第3条第2項

	例規番号
	昭和40年条例第8号

	【根拠条文】
第3条　使用料は、使用許可と同時に納付しなければならない。
2　教育委員会は、特別の事由があると認めた場合は、その使用料を減免することができる。

【基準】
交野市立学校施設使用条例施行規則第8条の規定による。
(使用料の減免)
第8条　条例第3条第2項に基づき、委員会が特に減免を行う必要があると認める使用の範囲等は、別に定める。(※1)

　※1　交野市立学校施設利用料の減免に関する内規
第2条　条例の別表に定める各施設の使用料を減額し、又は減額することができる使用範囲は、概ね次の各号の一に該当した場合とする。
　(免除)
　(1)法律又は法律に基づく命令の規定に基づいて使用する場合。
　(2)公共団体が使用する場合。
　(3)当該学校の義務教育関係者(団体)が、児童・生徒や保護者を対象に義務教育振興の目的をもって使用する場合。
　(4)当該学校の教職員が組織する研究組織で、義務教育振興を目的として使用する場合。
　(5)当該学校等の児童で組織されている子ども会等が使用する場合。
　(6)当該学校の就学区域内等で青少年健全育成や防災、防犯活動のために使用する場合で特に教育長が必要と認めた場合。
　(7)その他、特に教育長が必要と認める場合。
　(減額)
　(1)使用者から、予め、屋内運動場及び屋外運動場の使用について、使用時間を1時間単位で短縮した使用の申し込みがあった場合は、当該使用料を1時間当たりに割り戻し、使用しなかった時間を掛けて得た額を免除する。



	標準処理期間
	1日

	備考
	

	
【共通担当部署】　
　教育委員会 学校教育部 まなび舎整備課


	設定年月日
	平成24年6月30日
	最終変更年月日
	令和3年11月25日
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